
1999年出上の木簡

一
九
九
九
年
出
土
の
木
簡

概

要

今
年
も
例
年
の
よ
う
に
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
一
九
九
九
年
全
国
出
土
の

木
簡
」
と
し
て
報
告
し
た
事
例
を
中
心
に
、
計
九
二
も
の
遺
跡
力、
ら
出
上
し
た

木
簡
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
掘
調
査
や
そ
の
後
の
整
理
作
業
で
ご
多

忙
の
中
、
貴
重
な
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の
諸
氏

・
関
係
機
関
の

方
々
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

こ
の
九
二
と
い
う
件
数
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
多
で
あ
る
。
従
来
の
最
多
件
数

は
、
昨
年
度
の
七
八
遺
跡
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
年
連
続
で
最
多
件
数
を
更
新
し

た
の
み
な
ら
ず
、
昨
年
よ
り
も

一
気
に

一
四
件
も
件
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
な

る
。
別
表
の
通
り
、
地
域
的
に
も
時
代
的
に
も
、
多
種
多
様
な
遺
跡
か
ら
多
く

の
本
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
下
に
出
土
木
簡
の
概
要
を
、
時
代
を
追
っ
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
都
城
遺
跡
出
土
の
木
簡
で
特
筆
す
べ
き
は
、
難
波
宮
跡
か
ら
、
前
期
難

波
宮
関
連
の
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「戊
申
年
」
（上ハ
四

人
）
の
年
紀
は
、
日
本
の
紀
年
銘
木
簡
と
し
て
は
現
在
最
古
級
の
も
の
で
あ
り
、

七
世
紀
中
期
に
さ
か
の
ぼ
る

一
括
資
料
と
し
て
、
前
期
難
波
宮
の
評
価
と
も
か

ら
め
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
昨
年
の
本
誌
第
二

一
号
で
は
、
「主
要
な
古
代
都
城
遺
跡
か
ら
の
出
土

が
全
く
な
い
」
こ
と
が
言
わ
れ
た
が
、
本
年
は
い
わ
ゆ
る

「お
馴
染
み
」
の
都

城
遺
跡
か
ら
も
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
平
城
宮
跡
か
ら
は
東
院
地
区

南
門
前
よ
り
、
「私
門
」
と
あ
る
木
簡
が
出
土
し
た
。
平
城
京
跡
左
京

一
条
三

坊
十
三
坪
か
ら
は
、
九
世
紀
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
暦
に
関
す
る
も
の
、

人
名
記
載
の
あ
る
人
形
多
数
な
ど
が
あ
り
、
九
世
紀
に
お
け
る
平
城
京
内
の
様

相
を
考
え
さ
せ
る
資
料
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
宮
町
遺
跡

・
長
岡
京
跡
か
ら
も
多

数
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
特
に
長
岡
京
跡
は
、
造
営
に
関
す
る
木
簡
を
含

み
、
整
理
中
の
た
め
本
号
に
掲
載
で
き
な
い
も
の
も
多
数
存
在
す
る
。
全
貌
の

公
開
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
長
岡
京
か
ら
は
完
形
の
物
忌
札
が
出

土
し
て
い
る
。
大
分
県
飯
塚
遺
跡
か
ら
も
完
形
の
物
忌
杭
が
出
土
し
た
こ
と
と

併
せ
て
、
物
忌
札
の
実
例
を
示
す
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
平
安
京
穀
倉
院
跡

か
ら
は
、
「長
上
工
」
の
記
載
が
あ
る
木
簡
が
出
土
し
、
注
目
さ
れ
る
。

地
方
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
多
様
な
遺
跡
か
ら
多
数
の
古
代
木
簡
が
出
土
し
て

い
る
。
内
容
に
不
分
明
な
点
も
あ
る
が
、
滋
賀
県
十
里
遺
跡
出
土
の
木
簡
は



1999年出土の木簡

木簡の年代

平城宮跡

西隆寺跡

阿弥陀浄土院跡

平城京跡左京一条三坊十
三坪

旧大乗院庭園

奈良町遺跡 (平城京跡左
京四条六坊十四坪)
※ 上宮遺跡
長岡京跡

平安京穀倉院跡

※ 六波羅政庁跡
平安京跡右京五条一坊六
町

難波官跡

大坂城跡

※(O)池島・福万寺遺跡
※ 吉井遺跡
※○時友遺跡

○明石城武家屋敷跡

姫路駅周辺第四地点遺跡
(仮称)

※○龍野城跡

※ 市辺遺跡
○宮内堀脇遺跡

※○梶原遺跡

祢布ケ森遺跡

※○雲出島貫遣跡

※ 山の神遺跡
※ 中村遺跡
※ 水守遺跡
※○元島遺跡

※ 千代南原遺跡第Ⅶ地点
※ 香川・下寺尾遺跡群
(下寺尾地区北B地点)

※○港区No91遺跡

※°
誅蜃桑纂伴径徐″

川屋敷

※ 西町遺跡
※○浅草芝崎町遺跡

※ 入谷遺跡
○宮町遺跡

○大将軍遺跡

※○安土城跡

※ 十里遺跡
※○前六供遺跡

※ 荒井猫田遺跡

※ 江平遺跡
大日南遺跡

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県斑鳩町

京者卜府向日市

京都府京都市

京都府京都市

京者【府京都市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府東大阪市

大阪府岸和田市

兵庫県尼崎市

兵庫県明石市

兵庫県姫路市

兵庫県龍野市

兵庫県氷上町

兵庫県出石町

兵庫県山東町

兵庫県日高町

三重県津市

静岡県浜松市

静岡県浜松市

静岡県藤枝市

静岡県福田町

神奈川県小田原市

神奈川県茅ヶ崎市

東京都港区

東京都文京区

東京都台東区

東京都台東区

東京都台東区

滋賀県信楽町

滋賀県草津市

滋賀県安土町・能
登川町

滋賀県栗東町

群馬県新田町

福島県郡山市 。安
積町

福島県玉川村

宮城県多賀城市
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1999年出上の木簡

○市川橋遺跡

○山王遺跡

※○新田遺跡

柳之御所遺跡

志羅山遺跡(1)

志羅山遺跡(2)

山田遺跡

※○十三湊遺跡

※ 高塚遺跡
一乗谷朝倉氏遺跡

福井城跡(1)

○福井城跡(2)

※ 観法寺遺跡
※ 畝田・寺中遺跡
堅田B遺跡
※ 高岡町遺跡
※ 須田藤の木遺跡
東木津遺跡

※ 手洗野赤浦遺跡
※○八塚 C遺跡
※(O)道場 I遺跡
※○竹直神社遺跡

※ 箕輪遺跡
※(O)馬越遺跡
※ 大武 I遺跡
※ 馬見坂遺跡
発久遺跡

※ 妻ノ神遺跡
※○野中土手付遺跡

※ 船戸桜田遺跡
中倉遺跡

(○ )大御堂廃寺 (久米寺)

※ 大坪遺跡
※○喜時雨遺跡

○岡山城二の九跡

鹿田遺跡

※ 土居遺跡
※ 郡山城跡 (大通院谷地
区)

○萩城跡 (外堀地区)

○周防国府跡

※ 東禅寺・黒山遺跡
※ 敷地遺跡
※ 徳島城下町跡
元岡遺跡群

※ 今山遺跡
※○長安寺廃寺跡

※ 飯塚遺跡
※ 中原遺跡
※○銘苅直禄原遺跡

宮城県多賀城市

宮城県多賀城市

宮城県多賀城市

岩手県平泉町

岩手県平泉町

岩手県平泉町

山形県鶴岡市

青森県市浦村

福井県小浜市

福井県福井市

福井県福井市

福井県福井市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

富山県高岡市

富山県高岡市

富山県高岡市

富山県大島町

富山県婦中町

新潟県吉井町

新潟県柏崎市

新潟県加茂市

新潟県輪島村

新潟県新発田市

新潟県笹神村

新潟県豊浦町

新潟県加治川村

新潟県中条町

新潟県中条町

鳥取県倉吉市

島根県松江市

島根県津和野町

岡山県岡山市

岡山県岡山市

広島県東広島市

広島県吉田町

山口県萩市

山口県防府市

山口県山口市

徳島県徳島市

徳島県徳島市

福岡県福岡市

福岡県福岡市

福岡県朝倉町

大分県国東町

佐賀県唐津市

沖縄県那覇市
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※は木簡新出土遺跡  ○は1998年以前出土遺跡  (○ )は 1998年以前出土もある遺跡



「乙
酉
年
」
の
年
紀
を
持
ち
、
六
八
五
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
阪
府

吉
井
遺
跡
出
土
の
木
簡
も
、
判
読
困
難
な
部
分
も
あ
る
が
、
「天
平
宝
字
三
年
」

（七
五
九
）
銘
を
持
つ
文
書
木
簡
で
あ
る
。
郡
行
関
連
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
兵

庫
県
市
辺
遺
跡
か
ら
は
、
奈
良
時
代
前
期
の
木
簡
が
多
数
出
土
し
た
。
封
絨
木

簡
の
ほ
か
、
多
様
な
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
地
方
木
簡
の
多
様
性
が
窺
わ
れ
る
。

同
じ
兵
庫
県
の
祢
布
ケ
森
遺
跡
か
ら
は
、
「承
和
元
年
」
（仝
一一四
）
の
年
紀
を

持
つ
題
箋
軸

・
死
亡
帳
の
題
箋
軸
の
ほ
か
、
『千
字
文
』
の
習
書
木
簡
も
出
土

し
て
い
る
。

東
日
本
方
面
で
は
、
神
奈
川
県
千
代
南
原
遺
跡
か
ら
は
、
米
の
出
納
の
記
録

簡
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。
群
馬
県
前
六
供
遺
跡
出
土
木
簡
も
、
物
品
の
出
納

に
関
す
る
記
録
簡
だ
ろ
う
。
福
島
県
江
平
遺
跡
か
ら
は
、
『続
日
本
紀
』
天
平

一
五
年

（七
四
こ

正
月
癸
丑
条
に
み
え
る
、
金
光
明
最
勝
王
経
の
転
読
に
関

係
す
る
と
思
わ
れ
る
木
簡
が
出
土
し
た
。
国
家
の
仏
教
政
策
と
在
地
の
寺
院
と

の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
資
料
で
あ
る
。
山
形
県
山
田
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
習
書

の
部
分
も
あ
り
、
歴
名
を
記
し
た
記
録
簡
の
部
分
も
あ
る
。
難
し
い
資
料
だ
が
、

一
次
史
料
で
あ
る
木
簡
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
が
あ
る
。
ま
た
、
平
泉
の
奥
州
藤

原
氏
関
連
の
遺
跡
か
ら
も
、
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
岩
手
県
柳
之
御

所
遺
跡
か
ら
は
墨
書
の
あ
る
折
敷
の
ほ
か
、
銅
印
も
発
見
さ
れ
た
。
岩
手
県
志

羅
山
遺
跡
か
ら
は
片
仮
名
書
き
の
文
書
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
「礫
石
経
」

に
関
す
る
、
興
味
深
い
内
容
を
有
す
る
。

石
川
県
畝
田

・
寺
中
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
出
挙
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
の
実
体
を
考
え
る
資
料
と
な
ろ
う
。
墨
書
土
器

「津
司
」
の
出
土
も
注
目
さ

れ
る
。
富
山
県
須
田
藤
の
木
遺
跡
は
、
初
期
荘
園
と
し
て
名
高
い
東
大
寺
領
須

加
荘
の
故
地
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
同
荘
の
考
察
の
上
で
も
欠
か
せ
な
い
。
新

潟
県
箕
輪
遺
跡
か
ら
は
、
「牒
」
の
木
簡
二
点
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
同
じ

新
潟
県
の
発
久
遺
跡
か
ら
は
、
「健
児
」
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

西
日
本
方
面
か
ら
も
、
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
山
口
県
周
防
国
府

跡
か
ら
は
、
墨
書
は
な
い
も
の
の
封
絨
木
簡
が
出
土
し
た
。
福
岡
県
元
岡
遺
跡

群
出
土
木
簡
は
、
祓
え
に
用
い
る
物
品
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
祓
え
の
基
礎

資
料
と
な
り
う
る
。
ま
た
大
分
県
飯
塚
遺
跡
か
ら
は
、
五
〇
点
も
の
本
簡
が
出

上
し
た
。
農
業
経
営
に
関
す
る
も
の
、
木
製
品

・
金
属
製
品
の
製
作
に
関
す
る

も
の
な
ど
、
多
様
な
内
容
を
含
む
。
地
方
木
簡
の
一
形
態
を
示
す
も
の
と
し
て

も
、
ま
た
九
世
紀
の
木
簡
の
事
例
と
し
て
も
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
佐
賀
県

中
原
遺
跡
出
土
の
本
簡
は

「大
村
」
の
記
載
が
見
え
、
『延
喜
式
』
兵
部
省
式

所
載
の
大
村
駅
を
指
す
の
か
ど
う
か
、
注
意
さ
れ
る
。

中
世
木
簡
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
大
阪
府
池
島

・
福
万
寺
遺
跡
出
土
の
塔
婆

は
、
大
枚
の
塔
婆
が
横
木
で
東
ね
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
塔
婆
の
一
形
態

を
示
し
、
興
味
深
い
。
兵
庫
県
宮
内
堀
脇
遺
跡
か
ら
は
、
呪
符

・
柿
経
や
、
三

宝
に
墨
書
し
た
も
の
な
ど
、
中
世
武
家
屋
敷
に
お
け
る
信
仰

・
生
活
を
窺
わ
せ

る
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
富
山
県
道
場
Ｉ
遺
跡
か
ら
は
、
山
札

・
茅
札
と
も

思
わ
れ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
岡
山
県
鹿
田
遺
跡
か
ら
は
、
杭
に
面
取
り

を
し
た
、
供
養
碑
様
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
沖
縄
県
銘
苅
直
禄
原
遺
跡
出
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上
の
呪
符
は
、
沖
縄
の

「
フ
ー
フ
ダ
」
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
ま
た
、
呪

符

・
笹
塔
婆
な
ど
は
例
年
通
り
各
地
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
。

近
世
木
簡
は
、
近
世
都
市
を
中
心
に
出
土
し
て
い
る
。
平
安
京
穀
倉
院
跡
か

ら
は
、
京
都
町
奉
行
所
に
関
す
る
木
簡
が
出
土
し
、
注
目
さ
れ
る
。
全
体
の
傾

向
は
例
年
通
り
、
付
札

・
荷
札
が
多
い
。
滋
賀
県
安
土
城
跡
出
上
の
荷
札
は
、

調
査
地
点
で
あ
る
錫
手
道
の
性
格
を
考
え
る
資
料
と
な
り
う
る
。
福
井
県
福
井

城
跡
②
か
ら
は
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
表
裏
両
面
に
何
ら

か
の
物
品
名
を
記
し
た
〇
五

一
型
式
の
付
札
で
あ
る
。
山
口
県
萩
城
跡
か
ら
は
、

「鯨
油
」
の
荷
札
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
徳
島
県
徳
島
城
下
町
跡
で
は
、
武

家
屋
敷
に
米
な
ど
の
物
品
を
運
び
込
ん
だ
荷
札
が
出
土
し
て
お
り
、
地
方
知
行

制
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

紙
幅
の
関
係
で
こ
こ
に
は
触
れ
得
な
い
遺
跡
か
ら
も
、
興
味
深
い
木
簡
が
多

数
出
土
し
て
い
る
。
本
誌
を
熟
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
昨
年
の
研
究
集
会
で
報
告
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
以
下
の
遺
跡
に
つ
い

て
は
種
々
の
事
情
に
よ
り
、
本
号
で
は
掲
載
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
奈
良

県
東
大
寺
旧
境
内

・
飛
鳥
池
遺
跡

（第
九
八
次
）、
静
岡
県
春
岡
遺
跡
群
、
千
葉

県
大
崎
城
遺
跡
、
栃
木
県
樺
崎
寺
跡
、
山
形
県
古
志
田
東
遺
跡
、
北
海
道
上
之

国
勝
山
館
跡
、
石
川
県
指
江
Ｂ
遺
跡
、
香
川
県
高
松
城
跡
、
長
崎
県
鷹
島
海
底

遺
跡
、
鹿
児
島
県
浜
町
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
県
西
橋
遺
跡

。
太
田
遺
跡
、

京
都
府
平
安
京
跡
左
京
九
条
二
坊
十
五
町

（御
土
居
跡
）、
兵
庫
県
赤
穂
城
本
九

跡

・
姫
路
城
跡

・
兵
庫
津
遺
跡
、
三
重
県
桑
名
城
下
町
遺
跡
、
神
奈
川
県
佐
助

ヶ
谷
遺
跡
、
東
京
都
汐
留
遺
跡

（汐
留
遺
跡
調
査
会
調
査
分
）
。
江
戸
城
和
田
倉

遺
跡
、
長
野
県
綿
内
遺
跡
群
南
條
遺
跡
、
岩
手
県
仙
人
西
遺
跡
、
秋
田
県
十
二

牲
遺
跡
、
石
川
県
金
石
本
町
遺
跡

（第
三
次
調
査
）
。
本
ノ
新
保
遺
跡

。
四
柳
白

山
下
遺
跡
、
新
潟
県
新
堀
村
下
遺
跡

・
牧
目
館
遺
跡

。
平
林
城
跡

・
春
日
山
城

跡

・
伝
至
徳
寺
跡
、
広
島
県
尾
道
遺
跡
に
つ
い
て
は
本
号
に
も
掲
載
で
き
な
か

つ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
も
、
早
い
機
会
に
掲
載
で
き
る
こ
と
を
願
う

次
第
で
あ
る
。

な
お
ま
た
、
本
号
に
は

「釈
文
の
訂
正
と
追
加
」
の
欄
に
も
九
件
の
報
告
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
。
「釈
文
の
訂
正
と
追
加
」
を
掲
載
す
る
の
も
三
年

目
と
な
り
、
そ
の
編
集
も
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
本
欄
の
編
集

方
針
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
議
論
す
べ
き
課
題
も
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
出

土
木
簡
を
網
羅
し
、
釈
文
に
正
確
を
期
す
た
め
に
、
本
欄
が
う
ま
く
機
能
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

木
簡
出
土
件
数
は
年
々
増
大
し
て
い
く
。
本
誌
の
内
容
も
充
実
し
て
い
く
が
、

一
方
で
従
来
の
編
集
体
制
で
は
対
応
に
限
界
が
見
え
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で

は
あ
る
。
本
誌
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
不
断
に
問

い
直
す
必
要
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（吉
川
　
聡
）




